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広報ながしま  2025年12月号  ｜  ２

令和７年（2025年） No.237

12
海の幸を楽しんで～第18回長島おさかな祭り～

みんなで乗り越え、たすきを繋ぐ～第70回長島一周駅伝競

走記念大会～

水道管の凍結にご注意を

民生委員・児童委員の改選／ミツバチ飼育届の提出を

町税の完納に協力ください

償却資産の申告をしていますか／危険空き家の解体費用を補助

みんなで防ごう高齢者虐待～地域包括支援センターだより～

死亡野鳥を発見したら／「二十歳の集い」を開催します／町長動静

知っ得ボックス

まちの話題

長島文芸／町立図書館のおすすめ

ハッピースマイル～１歳おめでとう～／うぶ声・お悔やみ・お礼

／編集後記

［裏表紙］劇団四季ファミリーミュージカル「王子と少年」

 11月23日 （日） 10時41分

令和７年１１月３０日現在 ※（ ）は前月比

4,300 （＋4）

（+3）

（-17）

（-14）

4,698
4,470
9,168

　11 月 23 日、おさか
な祭りが開催されまし
た。
　恒例の漁船パレードで
は、堤防の際

きわ
を通過する

大迫力の漁船があげる水
しぶきに、大きな歓声が
あがりました。

（関連記事＝ P ３）

03
04

06
07
08
09
10
11
12
14
16
17



３ ｜  広報ながしま  2025年12月号

海
の
幸
を
楽
し
ん
で

　
　
　
～
第
18
回
長
島
お
さ
か
な
祭
り
～

　

町
内
の
チ
ア
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
、

Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｒ
ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
が
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
飾
り
、
町
地
域
戦
略
協

議
会
の
山
下
伸
吾
会
長
が
「
町
制

施
行
20
周
年
を
記
念
し
て
の
開
催

な
の
で
、
例
年
よ
り
も
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
盛
大
に
海

産
物
を
準
備
し
て
い
る
。
本
日
は
、

存
分
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
恒

例
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
模
擬

入
札
や
魚
の
一
本
釣
り
の
ほ
か
、

漁
船
パ
レ
ー
ド
、
大
漁
祈
願
餅
投

げ
な
ど
で
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

　

海
産
物
や
農
産
物
な
ど
の
出
店

が
軒
を
連
ね
た
会
場
で
は
、
長
島

の
味
を
買
い
求
め
る
来
場
者
で
埋

め
尽
く
さ
れ
、
２
５
０
０
食
を
用
意

し
た
試
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
豪
華
に

振
る
舞
わ
れ
た
鰤
王
の
刺
身
や
ア

オ
サ
汁
に
長
蛇
の
列
。
芸
能
シ
ョ
ー

で
は
、
千
昌
夫
さ
ん
と
も
の
ま
ね

芸
人
の
美
川
憲
二
さ
ん
が
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
に
魚
の
一
本
釣
り
の

抽
選
が
当
た
り
、
ブ
リ
を
釣
り
上

げ
た
藤
本
和
子
さ
ん
（
鹿
児
島
市
）

は
「〝
３
年
ぶ
り
に
ブ
リ
〟
が
釣
れ

た
。
毎
年
来
て
い
る
が
素
晴
ら
し

い
ま
つ
り
。
ブ
リ
は
、
一
緒
に
来

て
い
る
仲
間
と
分
け
て
、
刺
身
や

煮
つ
け
で
食
べ
た
い
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

　
第
18
回
長
島
お
さ
か
な
祭
り
が
、
11
月
23
日
に
薄
井
漁
港
で
開
催
さ
れ
、

約
１
万
１
千
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

白熱した模擬入札白熱した模擬入札

水しぶきをあげる漁船パレード水しぶきをあげる漁船パレード豪華な試食コーナー豪華な試食コーナー藤本さん３年ぶりのブリ藤本さん３年ぶりのブリ

模擬入札の海産物セット模擬入札の海産物セット

千昌夫さんの熱唱に盛り上がる会場千昌夫さんの熱唱に盛り上がる会場



広報ながしま  2025年12月号  ｜4

みんなで乗り越え、たすきを繋ぐみんなで乗り越え、たすきを繋ぐ
～第70回長島一周駅伝競走記念大会～～第 70回長島一周駅伝競走記念大会～

　

11
月
15
日
、第
70
回
長
島
一
周

駅
伝
競
走
記
念
大
会
が
あ
り
、全

長
36
・
２
㌔
の
コ
ー
ス
に
中
学

校
の
部
５
チ
ー
ム
、一
般
の
部
10

チ
ー
ム
合
計
１
８
０
人
が
出
場

し
、健
脚
を
競
い
ま
し
た
。今
年

は
、町
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、鹿
児
島

県
警
か
ら
白
バ
イ
隊
が
例
年
よ

り
多
い
７
台
と
、有
限
会
社
獅
子

島
汽
船
で
今
年
度
運
行
を
開
始

し
た
客
船
「
し
し
じ
ま
」を
建
造

し
た
、常
石
グ
ル
ー
プ
か
ら
「
常

石
ラ
ン
ニ
ン
組
」が
オ
ー
プ
ン
参

加
。こ
の
ほ
か
、テ
レ
ビ
局
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
も
収
録

さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、大
会
会
長
の

川
添
健
町
長
が
「
絶
好
の
駅
伝

日
和
と
な
っ
た
。こ
れ
か
ら
の

長
島
の
20
年
を
背
負
う
選
手

ら
の
健
闘
を
祈
る
」と
あ
い
さ

つ
。発
着
地
の
町
役
場
前
で
各

チ
ー
ム
第
一
走
者
の
名
前
が
呼

ば
れ
る
と
選
手
ら
は
緊
張
の
面

持
ち
で
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
整

列
。午
前
10
時
に
号
砲
が
鳴
る

と
、仲
間
の
思
い
が
込
め
ら
れ

た
た
す
き
を
胸
に
15
人
の
選
手

が
勢
い
よ
く
駆
け
出
し
ま
し

た
。

　

沿
道
で
は
、関
係
者
や
地
域
住

民
か
ら
の
声
援
が
飛
び
交
う
中
、

選
手
た
ち
は
懸
命
に
足
を
前
に

出
し
て
思
い
を
繋
げ
ま
し
た
。

　

常
石
ラ
ン
ニ
ン
組
の
島
田
文

彦
主
将
は
「
長
島
の
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
は
う
わ
さ
以
上
。苦
手
な

登
り
は
、耐
え
が
た
き
を
耐
え

歯
を
食
い
し
ば
っ
た
。風
光
明

媚
な
長
島
町
を
堪
能
す
る
こ
と

も
で
き
て
満
足
」と
爽
快
な
笑

顔
を
見
せ
、中
学
校
の
部
で
優

勝
し
、第
１
区
の
区
間
記
録
を

更
新
し
た
建
山
陽は
る
と斗
さ
ん
（
３

年
）は
「
チ
ー
ム
全
員
で
練
習

を
が
ん
ば
っ
て
優
勝
で
き
て
よ

か
っ
た
。自
分
の
限
界
を
超
え

る
練
習
も
あ
る
中
で
、み
ん
な

で
励
ま
し
合
え
た
。夏
休
み
か

ら
練
習
を
重
ね
て
新
記
録
が
取

れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。

仲
間
や
家
族
の
支
え
に
感
謝
し

た
い
」と
勝
利
へ
の
感
謝
と
喜

び
を
話
し
ま
し
た
。

仲間の思いを次の区間へ仲間の思いを次の区間へ

スタート１分前スタート１分前

鹿児島県警白バイ隊鹿児島県警白バイ隊

5 ｌ 広報ながしま  2025年12月号

中学校の部

順
位
チ
ー
ム
名

記
録

１

鷹
巣
中
学
校
Ａ

２
時
間
25
分
57
秒

２

長
島
中
学
校

２
時
間
27
分
46
秒

３

平
尾
中
学
校

２
時
間
32
分
33
秒

４

川
床
中
学
校 

２
時
間
44
分
58
秒

鷹
巣
中
学
校
Ｂ（
オ
ー
プ
ン
参
加
）
２
時
間
37
分
55
秒

高校・一般の部

１

長
島
町
役
場
Ａ

２
時
間
12
分
41
秒

２

東
陸
友
会

２
時
間
15
分
31
秒

３

長
島
Ｎ
Ｒ
Ｃ

２
時
間
17
分
52
秒

４

東
町
漁
協

２
時
間
18
分
38
秒

５

消
防
団

２
時
間
33
分
34
秒

６

長
島
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ

２
時
間
35
分
33
秒

７

獅
子
島
駅
伝
ク
ラ
ブ
２
時
間
41
分
10
秒

８

長
島
町
役
場
Ｂ

２
時
間
51
分
04
秒

青
年
団
（
オ
ー
プ
ン
参
加
）
２
時
間
39
分
53
秒

常
石
ラ
ン
ニ
ン
組（
オ
ー
プ
ン
参
加
）
２
時
間
50
分
48
秒

区間賞記録

中学校の部

区
間

 

選
手
名

チ
ー
ム
名

記
録

１

建
山　
陽
斗

鷹
巣
中
学
校
Ａ

７
分
28
秒

２

浦
底　
大
悟

鷹
巣
中
学
校
Ａ

８
分
56
秒

３

坂
元　
翔
和

鷹
巣
中
学
校
Ａ

10
分
31
秒

４

増
田　
　
凛

長
島
中
学
校

７
分
27
秒

５

濵
﨑　
奈
央

長
島
中
学
校

８
分
51
秒

６

内
田　
陽
人

平
尾
中
学
校

12
分
47
秒

７

北
村　
治
大

鷹
巣
中
学
校
Ａ

11
分
12
秒

８

田
中　
杏
奈

鷹
巣
中
学
校
Ａ

９
分
57
秒

９

脇
田　
希
彩

長
島
中
学
校

６
分
43
秒

10

曲　
海
帆

平
尾
中
学
校

10
分
13
秒

11

坪
久
田
徠
夏

平
尾
中
学
校

10
分
09
秒

12

濱　
　
常
良

鷹
巣
中
学
校
Ａ

12
分
30
秒

13

濵
島　
大
海

鷹
巣
中
学
校
Ａ

10
分
26
秒

14

小
川　
海
翔

長
島
中
学
校

13
分
06
秒

高校・一般の部

1

中
村　
奏
斗

東
町
漁
協

７
分
13
秒

2

藤
崎　
亮
太

東
町
漁
協

９
分
04
秒

3

石
田　
亮
勇

東
陸
友
会

11
分
04
秒

4

田
ノ
上
尚
吾

長
島
町
役
場
Ａ

12
分
58
秒

5

中
村　
海
斗

長
島
町
役
場
Ａ

13
分
32
秒

6

濵
村　
文
和

東
陸
友
会

11
分
16
秒

7

小
川　
航
平

長
島
町
役
場
Ａ

13
分
34
秒

8

樋
渡　

速
太

長
島
町
役
場
Ａ

15
分
37
秒

9

加
世
堂
栄
彦

長
島
町
役
場
Ａ

12
分
09
秒

10

長
元　
耕
平

東
陸
友
会

10
分
16
秒

11

梅
田　
祐
希

長
島
Ｎ
Ｒ
Ｃ

13
分
19
秒

永年選手

35
年
選
手
賞

池
田　
和
彦 (

獅
子
島
駅
伝
ク
ラ
ブ)

30
年
選
手
賞

長
元　
耕
平 (

東
陸
友
会)

25
年
選
手
賞

梅
川　
昭
太 (

獅
子
島
駅
伝
ク
ラ
ブ)

20
年
選
手
賞

梅
川　
　
稔 (

獅
子
島
駅
伝
ク
ラ
ブ)

山
下　
泰
士 (

東
陸
友
会)

15
年
選
手
賞

山
口　
　
剛 (

長
島
町
消
防
団)

梅
田　
祐
希 (

長
島
Ｎ
Ｒ
Ｃ)

門
元　
祥
太 (

長
島
Ｎ
Ｒ
Ｃ)

濵
村　
　
要 (

東
陸
友
会)

10
年
選
手
賞

城
戸　
翔
平 (

長
島
町
役
場
Ｂ)

濵
村　
文
和 (

東
陸
友
会)

テレビ局の記念撮影テレビ局の記念撮影

がんばれの声で力付く選手がんばれの声で力付く選手

常石ランニン組軽 快にゴール常石ランニン組軽 快にゴール

優勝した鷹巣中学校優勝した鷹巣中学校

※
赤
は
新
記
録



広報ながしま  2025年12月号  ｜ 6

今夜は冷えそう…！
明日の気温は、氷点下⁉

水道管水道管のの凍結凍結にに
ごご注意注意を !を !!

そんな日の夜は…

　
寒
い
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
気

温
が
氷
点
下
４
℃
以
下
に
な
る
と
水

道
管
が
凍
結
し
や
す
く
な
り
、
水
道

管
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

　
寒
波
に
備
え
、
あ
ら
か
じ
め
水
道

メ
ー
タ
ー
や
止
水
栓
の
位
置
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
特
に
注
意
が
必
要
な
の
は
】

・
屋
外
で
「
む
き
出
し
」
に
な
っ
て

い
る
水
道
管

・
普
段
あ
ま
り
使
わ
な
い
蛇
口
や
空

き
家
の
水
道

※
旅
行
な
ど
に
よ
り
長
期
間
、
家
を

留
守
に
す
る
場
合
や
空
き
家
は
、
あ

ら
か
じ
め
止
水
栓
（
元
栓
）
を
閉
め

る
な
ど
、
事
前
に
凍
結
破
損
へ
の
対

応
を
し
ま
し
ょ
う
。

水道管などの凍結破損を防ぐには

①水道管を保温する
　屋外でむき出しになってい
る水道管や蛇口には、布や市
販の保温材を巻いて保温する
と効果的です。

②一番低い場所にある蛇口から水抜きをする
　止水栓（元栓）を閉めて、水道管内部にある水を全部
抜き、水道管を空にします。水道管を空にしてしまえば、
水はないので凍結を防ぐことができます。

③チョロチョロ流しっぱなし　
　就寝前に蛇口から水
が糸を引く程度流して
おくと、水道管の中の水
が動くことで凍りにくく
なります。流しておく水
はバケツなどに溜めて
再利用しましょう。(※水
道代は自己負担になります。）

④メーターボックス内
　メーターボックス内に保温材（布切れや発泡スチロー
ル）を入れること
で外気の侵入を防
ぎ、メーターや止水
栓（元栓）の凍結を
防ぐことができま
す。

　メーターボックス内の止水栓（元栓）
を閉めたのち、長島町水道指定給水装置
工事事業者に、修理を依頼してください。
※凍結による漏水の水道料金の減免はで
きませんのでご了承ください。
　町水道指定給水装置工事事業者は、QR コードか
ら確認できます。

　破損しないために「蛇口
をひねらない」、「熱湯を直
接かけない」ことが原則で
す。破損の危険を最小限に
するためにも自然に溶ける
のを待ちましょう。

凍結した場合は 凍結で水道管が破損したら…

問い合わせ先 
役場水道課水道係

☎（86）1114［直通］



7  広報ながしま  2025年12月号

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
改
選

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、地

域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
応
じ
、支
援
を
必
要
と
す
る

住
民
と
行
政
や
専
門
機
関
を
つ

な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、主
任

児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ

り
、相
談
し
た
か
た
の
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。高
齢
や
障
が
い
、

介
護
、子
育
て
な
ど
で
心
配
ご

と
や
不
安
、悩
み
を
抱
え
て
い

る
か
た
は
、民
生
委
員
・
児
童
委

員
が
身
近
な
相
談
相
手
と
な
り

ま
す
。

　

令
和
７
年
12
月
１
日
付
け
で

全
国
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
一
斉
改
選
さ
れ
、委
嘱
状
の

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。任

期
は
、12
月
１
日
か
ら
令
和
10

年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で

す
。

　

今
回
委
嘱
さ
れ
た
皆
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

担
当
地
区

氏
名

田
尻

浦　
　
　

舞

火
ノ
浦

杉
山　

純
夫

山
門
野

小
林
由
美
子

加
世
堂
・
梅
ノ
木
山

田
中
ひ
と
み

川
床
下
・
中

飯
尾　

正
二

川
床
上
・
小
坂
・
杉
ノ
段

久
保
利
枝
子

牧
・
市
来
崎

牧　

あ
け
み

脇
崎
・
塩
追

宮
崎
多
恵
子

赤
崎
・
山
寺
・
上
揚

尾
野　

清
和

野
中
・
菅
牟
田
・
宮
ノ
浦
　

口
け
い
子

山
中
・
本
町

北
園　

和
文

西
・
矢
堂

川
添　
　

仁

伊
唐

堀　
　
　

肇

浦
底

永
岡　

久
利

福
ノ
浦

濵
口
美
恵
子

桂
代
・
三
船

川
畑　

郁
代

薄
井
・
白
瀬

入
口　

庄
子

本
浦
・
葛
輪

早
﨑
真
由
美

片
側

池
元　

直
美

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

（
長
島
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
事
務
局
）

　
☎（
86
）１
１
４
６［
直
通
］

長
島
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員

御
所
ノ
浦
・
湯
ノ
口

海　
　

伸
麿

幣
串

池
田　

直
美

平
尾
中
南

山
角　

美
治

母
良
木
・
犬
鹿
倉

田
邊
智
美
代

藤
之
元
・
萩
之
牟
礼

村
上　

信
子

浜
漉
・
北
方
崎

江
口　

尚
美

茅
屋

嶋
内
由
美
子

蔵
之
元
上
・
中

小
畑　

和
美

蔵
之
元
下
・
渡
釜

二
階
堂
美
保

小
浜

松
元　

豊
子

指
江

古
田　

睦
子

川
内

小
川　

菊
江

城
川
内

川
田　

幸
則

唐
隈

野
中
真
由
美

広
野

森
山　

和
正

汐
見
・
潟

兒
島
美
希
代

馬
込

濵
田
た
か
え

長
島
町
全
域

田
浦
み
や
子

濵
田　

孝
子

長
島
町
主
任
児
童
委
員

ミ
ツ
バ
チ
飼
育
届
の
提
出
を

　
養
蜂
振
興
法
に
基
づ
き
、
ミ
ツ
バ

チ
飼
育
者
は
、
毎
年
、
ミ
ツ
バ
チ
飼

育
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
新
た
に
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
す
る
か

た
、
お
よ
び
令
和
７
年
に
届
出
済
み

で
、
引
き
続
き
令
和
８
年
も
ミ
ツ
バ

チ
を
飼
育
す
る
か
た
は
、
ミ
ツ
バ
チ

飼
育
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
養
蜂
に
関
す

る
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
次
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

【
提
出
期
限
】

　
令
和
８
年
１
月
30
日
（
金
）

【
留
意
事
項
】

・
趣
味
飼
育
者
お
よ
び
飼
育
予
定

者
も
届
出
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
花
粉
交
配
用
に
期
間
限
定
で
飼

育
す
る
場
合
は
、
届
出
不
要
で
す
。

・
飼
育
届
は
飼
育
許
可
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

・
事
前
に
飼
育
場
所
の
近
隣
住
民

の
理
解
を
十
分
得
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。　

問い合わせ先
役場農政課畜産係

☎ （86）１１３６ ［直通］
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町
税
の
完
納
に
協
力
く
だ
さ
い

問い合わせ先
役場税務課管理収納係
☎（86）1172［直通］

　
町
で
は
、
毎
年
12
月
を
「
町
税
完

納
月
間
」、
県
で
は
「
県
下
一
斉
国

保
税
滞
納
整
理
月
間
」
と
定
め
、
町

税
・
保
険
料
の
徴
収
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

　
町
税
・
保
険
料
が
、
各
期
の
納
期

限
ま
で
に
納
付
が
さ
れ
な
い
場
合

は
、「
滞
納
処
分
」
を
行
い
ま
す
。

　
町
税
や
保
険
料
は
、
町
の
教
育
や

福
祉
、
介
護
、
ご
み
処
理
、
道
路
・

港
湾
な
ど
の
社
会
資
本
整
備
や
消
防

お
よ
び
救
急
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
う
え
で
大
切
な
財
源
で
す
の

で
、
各
期
の
納
期
限
ま
で
に
必
ず
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

◇ 

滞
納
処
分
の
流
れ

①
督
促

　
納
期
限
後
20
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。
督
促
状
を
発
送
し
て

10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
「
財
産
を
差
し
押
さ

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
催
告

　
自
主
納
付
を
促
す
た
め
に
文
書
や
訪
問
に
よ
り
催
告
を
行
い
ま
す
。
た

だ
し
、
催
告
は
差
し
押
さ
え
す
る
た
め
の
必
須
要
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
①
に
基
づ
き
差
し
押
さ
え
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

③
調
査
・
捜
索

　
金
融
機
関
や
生
命
保
険
会
社
、
勤
務
先
、
取
引
先
な
ど
に
対
し
て
財
産

の
有
無
や
取
引
内
容
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
自
宅
や
会

社
を
対
象
に
財
産
の
捜
索
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

④
差
し
押
さ
え

　
調
査
・
捜
索
に
よ
り
発
見
し
た
財
産
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。
財
産
の
対

象
は
、
預
貯
金
や
給
与
、
保
険
契
約
、
動
産
（
軽
自
動
車
・
電
化
製
品
・

美
術
品
・
骨
董
品
な
ど
）、
不
動
産
（
普
通
自
動
車
を
含
む
）、
取
引
上
の

売
掛
金
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

⑤
換
価

　
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
取
り
立
て
や
公
売
を
通
じ
て
お
金
に
換
え
滞
納

さ
れ
た
税
金
に
充
当
し
ま
す
。

◇ 

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１

　
納
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
も
の

が
あ
る
が
、
令
和
７
年
度
の
税

金
な
の
で
12
月
ま
で
に
払
え
ば
い
い
の
で
は
？

Ａ
１

　
町
税
・
保
険
料
は
各
期
の
納
期
限
ま
で
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
納
期

限
内
で
完
納
に
な
ら
な
い
場
合
は
、
滞
納
処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
払

い
忘
れ
は
、
完
納
月
間
を
機
会
に
早
め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
２

　
借
り
入
れ
の
返
済
が
厳
し
く
、
税
金
を
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ａ
２

　
納
税
は
憲
法
に
よ
り
国
民
の
義
務
と
定
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
法
令
に

よ
り
他
の
支
払
い
よ
り
優
先
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
３

　
調
査
で
、勤
務
先
や
取
引
先
に
滞
納
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

Ａ
３

　
税
金
を
滞
納
す
る
と
、
法
令
に
よ
り
全
て
の
財
産
に
対
す
る
調
査
権
限

が
、
徴
税
吏
員
（
税
務
課
職
員
）
に
発
生
し
ま
す
。
調
査
先
は
権
限
に
よ

る
調
査
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
調
査
先
に
滞
納
が
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
調
査
は
個
人
情
報
保
護
法

に
は
抵
触
し
ま
せ
ん
。

※
令
和
６
年
度
中
の
財
産
差
し

　
押
さ
え
実
績

・
預
貯
金　
　
32
件

・
給
与　
　
　
10
件

・
出
資
金　
　
４
件

・
年
金　
　
　
１
件

・
生
命
保
険　
１
件

・
太
陽
光
売
電
収
入　

  　
２
件

・
そ
の
他
（
交
付
要
求
）　
１
件
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償
却
資
産
の
申
告
を
し
て
い
ま
す
か

　
固
定
資
産
税
に
は
、
土
地
と
家
屋

以
外
に
償
却
資
産
（
事
業
用
資
産
）

が
あ
り
ま
す
。
法
人
や
個
人
で
町
内

で
事
業
を
行
っ
て
い
る
か
た
は
地
方

税
法
第
３
８
３
条
の
規
定
に
基
づ
き

資
産
の
増
減
に
関
わ
ら
ず
、
毎
年
１

月
中
に
償
却
資
産
の
申
告
が
必
要
で

す
。

〇
申
告
対
象
に
な
ら
な
い
も
の

・
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
対

象
と
な
る
自
動
車

・
無
形
固
定
資
産
（
鉱
業
権
、
特

許
権
、
営
業
権
、
漁
業
権
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
な
ど
）

・
耐
用
年
数
が
１
年
未
満
ま
た
は

取
得
価
格
が
10
万
円
未
満
の
償
却

資
産
で
税
務
会
計
上
固
定
資
産
と

し
て
計
上
し
な
い
も
の

・
取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
償

却
資
産
を
税
務
会
計
上
３
年
間
で

一
括
償
却
し
て
い
る
も
の

〇
申
告
方
法

　
毎
年
１
月
１
日
時
点
で
所
有
し

て
い
る
資
産
（
耐
用
年
数
が
経
過

し
た
資
産
も
含
む
）
や
、
そ
の
前

年
度
に
増
加
ま
た
は
減
少
し
た
資

産
な
ど
に
つ
い
て
償
却
資
産
申
告

書
に
記
載
し
、
税
務
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
前
年
度
の
資
産
か
ら
増
減
が
な
い

場
合
で
も
申
告
は
毎
年
必
要
で
す
。

※
申
告
に
必
要
な
書
類
は
税
務
課

で
も
取
得
可
能
で
す
。

〇
申
告
期
間

　
令
和
８
年
１
月
５
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
～
２
月
２
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課
固
定
資
産
税
係　

　
☎（
86
）１
１
７
２［
直
通
］

償却資産の対象となるもの（例）

農業・畜産業
農業用構築物、ビニールハウ
ス、牛舎・堆肥舎（家屋以外）、
農耕作業用車両（乗用型以外）
など

漁業
漁船・エンジン（船外機）、
釣り具（網）、水槽、機械
設備（魚群探知機）など

自動車整備、ガソリン販売業
オートリフト、オイルチェン
ジャー、洗車機、溶接機、地
下タンク、独立キャノピー、
照明設備、ガソリン計量器、
防壁など

飲食業
厨房設備、接客用家具、備品、
カラオケセット、テレビ、放
送設備、冷蔵庫、冷凍庫など

医療・薬局・福祉
各種医療用機器（ベッド）
各種キャビネットなど

小売業
商品陳列ケース、冷蔵庫・レ
ジスター、自動販売機など

※太陽光発電 
太陽光パネル・付属設備
フェンスなど

不動産貸付業
外構工事（門・塀・緑化
施設）
駐輪所・駐車場・照明
門・塀・監視カメラなど

建設業
・軽自税対象以外のブルドー
ザー、パワーショベル、フォ
ークリフト、ミキサー
・大型特殊自動車など

各業種共通
パソコン、コピー機、ルームエアコン、内装・内部造作等、外灯、舗装路面、看板（広告塔・
案内板・ネオンサイン）、駐車場・駐輪場設備など

※事業のために用いている太陽光設備は発電出力量や全量売電か余剰売電に関わらず償却資産の申告が必要です。
ただし、個人の住宅用で家屋の屋根などに設置し余剰を売電する場合で 10 キロワット未満の場合は売電す
るための事業用資産とならないため償却資産の申告は不要です。

危
険
空
き
家
の
解
体
費
用
を
補
助

　
町
で
は
、
倒
壊
の
お
そ
れ
が
あ
る

な
ど
の
危
険
な
空
家
の
解
体
を
促
進

し
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を

確
保
す
る
た
め
、
空
き
家
な
ど
の
解

体
工
事
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。〇

補
助
金
額

　
解
体
撤
去
工
事
に
係
る
費
用
の
80
㌫
以
内
の
額

〇
条
件

・
長
島
町
危
険
空
家
等
解
体
撤
去
事
業
補
助
要
綱
に
定
め
る
基
準
を
満

た
す

・
公
共
事
業
な
ど
の
補
償
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い

・
火
災
を
原
因
と
す
る
も
の
で
は
な
い

・
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

・
家
財
や
立
木
、 

車
両
、 

門
扉
、 

地
下
埋
設
物
の
撤
去
・
処
分
費
用
は
対

象
外
で
す

・
倉
庫
単
体
の
解
体
撤
去
は
対
象
外
な
ど

〇
募
集
期
間

・12
月
15
日 （
月
）～
令
和
８
年
１
月
16
日（
金
）

※
申
請
件
数
が
多
数
の
場
合
は
、 

早
期
に
締

め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
令
和
９
年
度
分
の
申
請
に
な
り
ま
す
。

※
現
地
調
査
で
補
助
対
象
外
と
判
断
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
し
た
場
合
で
も
、 

必
ず
実
施
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
建
設
課
建
築
係

　
☎（
86
）１
１
３
２［
直
通
］
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答え

み
ん
な
で
防
ご
う
高
齢
者
虐
待

～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

令
和
５
年
度
の
高
齢
者
虐
待
の
相

談
・
通
報
件
数
は
、
養
介
護
施
設
従

事
者
に
よ
る
も
の
が
３
４
４
１
件

（
対
前
年
度
比
６
４
６
件
増
）
、
養

護
者
に
よ
る
も
の
が
４
万
３
８
６
件

（
同
比
２
０
９
５
件
増
）
と
、
い
ず

れ
も
過
去
最
多
で
２
年
連
続
増
加
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係

　
☎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

【高齢者虐待はなぜ起こる】
　次のような要因が重なり合って起こるといわれます。
性格や生活歴・・・・・・・介護者および高齢者本人の性格やこれまでの生活歴
経済的困難・・・・・・・・・高齢者本人や介護者の経済的困難
家族・親族との関係・・・他の親族等の無関心が、介護者を孤立させ、問題を抱え込む
高齢者の身体状況・・・・身体的な配慮が必要な場合や認知症による言動の混乱など
介護負担・・・・・・・・・・介護疲れや介護力の不足、介護者の持病などによる介護者のストレス

高齢者虐待に該当する行為

種類 具体例

身体的虐待 たたく、つねる、殴る、蹴るなどの暴力
家から出さない、ベッドに縛りつけるなどの身体拘束

介護や世話の放棄
（ネグレクト）

食事や入浴、排泄などの世話をしない
必要な治療を受けさせない
衛生状態の悪い環境で生活させる

心理的虐待 怒鳴る、ののしる、侮辱するなどの言葉の暴力

性的虐待 合意のないあらゆる形態の性的な行為

経済的虐待 年金や預貯金などを勝手に使う、財産を無断で処分する

【
「
虐
待
者
＝
悪
者
」
で
は
な
い 

】

　

高
齢
者
の
虐
待
が
起
こ
る
要
因

は
、
複
数
あ
り
ま
す
が
、
介
護
者
が

心
身
と
も
に
疲
弊
し
、
精
神
的
に
追

い
詰
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
虐
待
に

至
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。

　
虐
待
し
た
人
が
抱
え
続
け
て
い
る

複
雑
な
問
題
に
つ
い
て
も
配
慮
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　マスの中に「＋」・「－」・「×」・「÷」を入れて計算

式を完成させましょう。

①21□ 26□ 5＝42
② 40 □18 □ 3＝25
③17□ 24□15＝26
④ 45□ 5□ 9＝18　
⑤34□17□ 6＝12

【
高
齢
者
虐
待
に
気
づ
い
た
と
き
は
】

　
高
齢
者
虐
待
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
「
早
期
発
見
」
と
「
介
護
者

へ
の
支
援
」
が
大
切
で
す
。

　
虐
待
の
恐
れ
が
あ
る
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
相
談
・
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。
虐
待
で
あ
る
と
い
う
証
拠
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
・
通
報
者
の
個
人
情
報
は

厳
格
に
保
護
さ
れ
ま
す
。

【
高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
に
は
】

・
声
を
か
け
あ
え
る
ご
近
所
付
き
合
い

・
小
さ
な
変
化
に
気
付
く

・
「
も
し
か
し
た
ら
」
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
相
談

①＋、－　②－、＋　③＋、－　④÷、＋　⑤÷、×



11
月《
霜
月
》
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２
日（
日
）

５
日（
水
）

６
日（
木
）

７
日（
金
）

10
日（
月
）

12
日（
水
）

14
日（
金
）

15
日（
土
）

16
日（
日
）

17
日（
月
）

19
日（
水
）

20
日（
木
）

21
日（
金
）

23
日（
日
）

27
日（
木
）

29
日（
土
） 第

20
回
長
島
町
総
合
文
化
祭
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
大
会
・
中
央
省
庁
要
望
活
動

安
全・安
心
の
道
づ
く
り
を
求
め
る
全
国
大
会・要
望
活
動（
東
京
都
）

九
州
地
方
国
道
整
備
促
進
総
決
起
大
会

Ｂ
＆
Ｇ
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
サ
ミ
ッ
ト
（
東
京
都
）

12
月
補
正
予
算
町
長
査
定
（
役
場
）

県
漁
港
漁
場
協
会
要
請
行
動
（
東
京
都
）

う
ん
ま
か
フ
ェ
ア
Ｉ
Ｎ
鹿
児
島
（
鹿
児
島
市
）

鹿
児
島
県
農
業
信
用
基
金
協
会
第
４
回
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

第
70
回
長
島
一
周
駅
伝
競
走
記
念
大
会
（
町
内
）

関
東
な
が
し
ま
会
（
東
京
都
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会
（
出
水
市
）

全
国
町
村
長
大
会
（
東
京
都
）

全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
常
任
理
事
会

全
国
簡
易
水
道
協
会
理
事
会
（
東
京
都
）

簡
易
水
道
整
備
促
進
全
国
大
会
（
東
京
都
）

お
さ
か
な
祭
り
（
薄
井
漁
港
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
県
知
事・県
議
会
要
望（
鹿
児
島
市
）

鹿
児
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研
究
委
嘱
公
開・研
究
大
会
長
島
大
会（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

「
二
十
歳
の
集
い
」

   

を
開
催
し
ま
す

　
町
で
は
、
将
来
を
担
う
二
十
歳
と

な
る
か
た
の
門
出
を
祝
い
、
社
会
人

と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持
つ
機
会

と
し
て
、
平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
か
た

を
対
象
に
令
和
８
年
「
二
十
歳
の
集

い
」
を
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
☎（
88
）６
５
０
０［
直
通
］

死
亡
野
鳥
を
発
見
し
た
ら

　
毎
年
11
月
か
ら
３
月
ま
で
は
、
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
や
す
い

時
期
で
す
。

　
普
段
目
に
す
る
野
鳥
が
３
羽
未
満

で
死
亡
し
て
い
た
場
合
は
、
一
般
ご

み
と
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。
処

分
す
る
と
き
は
素
手
で
触
ら
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
通
常
、
感
染
し
た
鶏
肉
や
鶏
卵
な

ど
を
人
が
食
べ
て
も
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
感
染
す
る
こ
と
は
な
く
、
感

染
し
た
鶏
肉
な
ど
が
市
場
に
出
回
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
の
よ
う
な
死
亡
野
鳥
を
発
見
し

た
ら
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
畜
産
係　
　

　
☎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

〇
渡
り
鳥
・
猛
き
ん
類
の
場
合

　
こ
れ
ら
の
野
鳥
は
感
染
リ
ス
ク

が
高
く
、
種
類
に
よ
っ
て
は
１
羽

で
も
検
査
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
死
亡
し
て
い
る
野
鳥
を
発
見

し
た
ら
、
町
で
回
収
し
ま
す
の
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
カ
モ
、
ワ
シ
、
タ
カ
、
フ
ク
ロ

ウ
な
ど
】

〇
普
段
目
に
す
る
鳥
の
場
合

　
こ
れ
ら
の
野
鳥
は
感
染
リ
ス
ク

は
低
い
で
す
が
、
同
じ
場
所
で
３

羽
以
上
死
亡
し
て
い
た
場
合
に

は
、
町
で
回
収
し
ま
す
の
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
カ
ラ
ス
、
ス
ズ
メ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、

ハ
ト
、
サ
ギ
な
ど
】

〇
日
時

　
令
和
８
年
１
月
４
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～

〇
場
所

　
町
文
化
ホ
ー
ル

〇
対
象
者

・
町
内
の
小
学
校
ま
た
は
中
学
校

を
卒
業
し
二
十
歳
の
集
い
へ
の
参

加
を
希
望
さ
れ
る
か
た

〇
案
内
状

　
該
当
者
へ
発
送
済
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巡
回
無
料
法
律
相
談
会
開
催

　
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
で
は
、当
会
所
属
の
弁

護
士
を
派
遣
し
て
各
地
を
巡
回
す
る
形
で
の

無
料
法
律
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
内

容
は
、日
常
生
活
の
悩
み
事
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
同
会
所
属
の
弁
護
士

が
専
門
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

※
混
雑
を
回
避
す
る
た
め
、予
約
制
と
し
ま
す
。

〇
日
程　
12
月
19
日（
金
）　
午
後
１
時
～
４
時

〇
場
所　
役
場

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎（
86
）１
１
１
１［
直
通
］

休
日
当
番
医
の
変
更

　
平
尾
診
療
所
の
休
診
に
伴
い
、休
日
当
番
医

が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

〇
12
月
21
日（
日
）　
長
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

〇
12
月
30
日（
火
）　
鷹
巣
診
療
所

か
ご
し
ま
長
島
会
総
会
懇
親
会

　
か
ご
し
ま
長
島
会
で
は
、第
20
回
総
会
・
懇

親
会
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
、長
島
町
か
ら
多
数
の
来
賓
を
迎

え
、故
郷
の
近
況
な
ど
を
紹
介
し
、長
島
特
産

の
焼
酎「
さ
つ
ま
島
美
人
」を
囲
ん
で
交
流
を

深
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、第
20
回
開
催
を
祝
し
て
、町
の
伝

統
行
事「
御
八
日
踊
り
」で
奉
納
さ
れ
て
い
る

「
傘
踊
り
」を
唐
隈
郷
土
芸
能
保
存
会
が
披
露

し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、会
員
の
演
芸
披
露
と
長

島
特
産
の
焼
酎
や
鰤
王
、赤
土
じ
ゃ
が
い
も
、

大
将
季
な
ど
の
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
長
島
町
出
身
者
の
年
に
一
度
の
集
い
と
な

り
ま
す
。
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

〇
日
時

　
２
月
21
日（
土
）　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

〇
場
所

　
鹿
児
島
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

　
（
鹿
児
島
市
与
次
郎
１
‐
８
‐
10
）

　
☎
０
９
９（
２
５
３
）２
０
２
０

〇
会
費

・
男
性　
７
０
０
０
円

・
女
性　
６
０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
か
ご
し
ま
長
島
会
事
務
局

　
☎
０
９
０（
５
０
２
７
）１
２
７
４

第
18
回
軽
ト
ラ
市

　
第
18
回
ふ
れ
あ
い
・
な
が
し
ま
軽
ト
ラ
市

を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、か
わ
い
い
動
物
た

ち
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
や
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
、ス

テ
ー
ジ
で
は
、地
元
チ
ア
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
Ｃ
ｈ

ｅ
ｅ
ｒ
ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
や
シ
ー
ゲ
ル
小
野
の
ト
ー

ク
＆
ラ
イ
ブ
な
ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
下
さ
い
。
詳
し
く
は
、次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

〇
日
時

　
12
月
21
日（
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

〇
場
所

　
日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
・
長

島
町
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
島
町
商
工
会

　
☎（
86
）０
２
０
９［
直
通
］

令
和
７
年
度「
税
に
関
す
る
作

品
」受
賞
者
を
紹
介

　
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
、出
水
地
区
租

税
教
育
推
進
協
議
会
、公
益
財
団
法
人
北
薩
法

人
会
お
よ
び
国
税
庁
で
は
、「
税
に
関
す
る
作

品
」を
募
集
し
、審
査
し
た
結
果
、次
の
通
り
受

賞
者
が
決
定
し
た
の
で
、紹
介
し
ま
す
。

〇
中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

・
長
島
町
商
工
会
会
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　

　
宮
崎　
華
叶
さ
ん（
鷹
巣
中
３
年
）

・
出
水
地
区
酒
造
協
議
会
会
長
賞　
　
　
　
　

　
濵
田　
一
哉
さ
ん（
長
島
中
３
年
）

〇
中
学
生
書
道
の
部（
１
年
生
）

・
出
水
地
区
酒
造
協
議
会
会
長
賞　
　
　
　
　

　
町
口　
那
菜
さ
ん（
長
島
中
）

・
入
選

　
山
川　
愛
遥
さ
ん（
長
島
中)

〇
中
学
生
書
道
の
部（
２
年
生
）

・
出
水
地
区
宅
建
業
税
務
協
議
会
会
長
賞　
　

　
﨑
野　
瑠
菜
さ
ん（
長
島
中
）

・
入
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
溝
添　
う
た
さ
ん（
長
島
中
）

〇
中
学
生
書
道
の
部（
３
年
生
）

・
長
島
町
商
工
会
会
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　

　
宮
脇　
新
奈
さ
ん（
鷹
巣
中
）

・
入
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
濵
﨑　
奈
央
さ
ん（
長
島
中
）

〇
中
学
生
ポ
ス
タ
ー
の
部

・
入
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
𠮷
田　
心
愛
さ
ん（
平
尾
中
２
年
）

〇
小
学
生
標
語
の
部

・
最
優
秀
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
樫
谷
沙
愛
弥
さ
ん（
川
床
小
６
年
）

〇
小
学
生
書
道
の
部

・
優
秀
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
七
條　
千
幸
さ
ん（
伊
唐
小
６
年
）

・
入
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
大
堂　
鈴
夏
さ
ん（
平
尾
小
６
年
）
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〇
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

・
入
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
橋
口　
優
光
さ
ん（
伊
唐
小
５
年
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
出
水
税
務
署

　
☎
０
９
９
６（
62
）０
２
０
０

※
自
動
音
声
案
内
に
従
い「
２
」を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

牛
深
高
校
フ
ェ
リ
ー
通
学
助

成
基
金
創
設

　
牛
深
高
校
で
は
、牛
深
地
域
企
業
の
支
援
で

「
フ
ェ
リ
ー
通
学
助
成
基
金
」を
創
設
し
、蔵
之

元
港
か
ら
牛
深
高
校
へ
フ
ェ
リ
ー
で
通
学
す

る
生
徒
の
負
担
軽
減
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

助
成
基
金
の
範
囲
内
で
、蔵
之
元
〜
牛
深

（
三
和
商
船
フ
ェ
リ
ー
）通
学
定
期
券
代
を

１
０
０
㌫
助
成
し
ま
す
。

※
3
年
分
の
6
カ
月
定
期
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
な
お
、自
転
車
・
バ
イ
ク
の
乗
船
料
金
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。
蔵
之
元
港
を
朝
7
時
40
分
に

出
港
す
る
便
で
登
校
で
き
、通
学
時
間
を
自
分

の
学
習
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
活
用
で
き
ま
す
。

　
牛
深
高
校
で
は
、探
究
活
動
を
は
じ
め
と
し

た
多
様
な
学
び
を
用
意
し
て
い
て
、生
徒
一
人

ひ
と
り
の「
自
分
ら
し
い
進
路
」や「
夢
の
実

現
」を
応
援
し
て
い
ま
す
。
フ
ェ
リ
ー
通
学
を

ご
検
討
の
か
た
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
牛
深
高
等
学
校（
担
当
：
桑
原
）

　
☎
０
９
６
９（
73
）３
１
０
５

特
別
支
援
学
校
技
能
検
定

　
特
別
支
援
学
校
高
等
部
生
徒
の
職
業
自
立
に

向
け
た
意
欲
や
働
く
力
の
向
上
を
目
指
し
て
、

「
特
別
支
援
学
校
技
能
検
定
」を
実
施
し
ま
す
。

　
社
会
自
立
・
参
加
に
向
け
て
、検
定
に
一
生

懸
命
に
取
り
組
む
生
徒
の
様
子
を
ぜ
ひ
御
覧

く
だ
さ
い
。

〇
場
所

　
鹿
児
島
南
特
別
支
援
学
校
、指
宿
特
別
支
援

学
校
、出
水
特
別
支
援
学
校
、牧
之
原
特
別
支

援
学
校
、鹿
屋
特
別
支
援
学
校
、中
種
子
特
別

支
援
学
校
、大
島
特
別
支
援
学
校

〇
日
時

　
学
校
に
よ
り
実
施
日
時
が
異
な
り
ま
す
。　

　
「
特
別
支
援
学
校
技
能
検
定
」で
検
索

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
教
育
庁
特
別
支
援
教
育
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）５
２
９
６

考
古
学
か
ら
見
た
戦
い
の
歴
史

　
今
年
は
太
平
洋
戦
争
終
結
80
年
に
あ
た
り
、

県
内
で
も
戦
争
関
連
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
、戦
跡
や
遺
構
・
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
企
画
展
は
太
平
洋
戦
争
や
西

南
戦
争
な
ど
の
戦
跡
を
中
心
に
展
示
を
行
い
、

併
せ
て
弥
生
時
代
・
古
墳
時
代
の
武
具
系
の

遺
物
な
ど
の
発
掘
調
査
成
果
を
展
示
。
各
時

代
の「
た
た
か
い
」の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
り
平

和
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
詳
し
く

は
、上
野
原
縄
文
の
森
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

閲
覧
で
き
ま
す
。

〇
会
期　
令
和
８
年
３
月
８
日(

日)

ま
で

〇
休
園
日

　
月
曜
日(

休
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日)

12
月
30
日
～
1
月
1
日
、２
月
15
日
～
19
日

〇
場
所　
上
野
原
縄
文
の
森（
霧
島
市
）

〇
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

(

入
場
は
午
後
４
時
半
ま
で)

〇
参
加
費　
展
示
館
利
用
料
金

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
文
化
財
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）５
３
５
３

30
・
10
運
動
の
実
践
を

　
県
で
は
、食
品
ロ
ス
の
削
減
に
向
け
た
取
組

の
一
つ
と
し
て
、宴
会
な
ど
で「
30
・
10（
さ
ん

ま
る
・
い
ち
ま
る
）運
動
」を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
忘
年
会
な
ど
で
は
、次
の
よ
う
な
呼
び
か

け
を
行
い
、「
30
・
10
運
動
」の
実
践
に
務
め
ま

し
ま
し
ょ
う
。

〇
乾
杯
前
後

　
最
初
の「
30
分
間
」は
料
理
を
楽
し
む

〇
お
開
き
前

　
残
り「
10
分
間
」は
料
理
を
食
べ
き
る

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
５
９
４

元
旦「
太
陽
と
と
も
に
走
ろ
う
」

　

初
日
の
も
と
、マ
イ
ペ
ー
ス
で
ジ
ョ
ギ
ン

グ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
団
体
が
出
演
し
、走
り

初
め
の
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）か
ら
閲
覧
で
き

ま
す
。

〇
日
時

　
令
和
８
年
１
月
１
日(

木)

　
午
前
７
時
～
８
時(

開
場:

午
前
６
時
30
分)

〇
場
所

　
白
波
ス
タ
ジ
ア
ム(

県
立
鴨
池
陸
上
競
技
場)

〇
内
容

　
マ
イ
ペ
ー
ス
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
行
う
。

〇
参
加
費　
無
料

〇
参
加
者　
ど
な
た
で
も
参
加
可
能

〇
申
し
込
み　
な
し

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９（
２
５
５
）０
１
４
６
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第
19
回
長
島
町
小
・
中
学
校
音
楽
発
表
会

芸
術
的
な
感
性
を
豊
か
に

　
11
月
５
日
、
町
文
化
ホ
ー
ル
で
第
19
回
長
島

小
・
中
学
校
音
楽
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
日
ご
ろ
の
音
楽
活
動
の
成
果
を
発

表
し
合
う
こ
と
で
、
豊
か
な
芸
術
的
感
性
を
育

む
と
と
も
に
、
地
域
文
化
向
上
へ
の
意
欲
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
す
べ
て
の
学
校
の
発
表
を
鑑
賞
で
き

る
よ
う
に
開
催
し
ま
し
た
。
町
内
７
つ
の
小
学

校
と
５
つ
の
中
学
校
か
ら
児
童
・
生
徒
が
参
加
。

学
校
ご
と
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
合
唱
や
合
奏
を

披
露
し
、
観
客
か
ら
は
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

町
内
の
学
校
で
バ
イ
オ
リ
ン
教
室

プ
ロ
の
技
術
を
実
感　

10
月
16
日
と
17
日
の
２
日
間
、
町
内
の
小
中
学

校
で
学
校
巡
回
バ
イ
オ
リ
ン
体
験
教
室
を
獅
子
島

小
・
中
学
校
、
城
川
内
小
学
校
、
平
尾
中
学
校
の

４
校
で
開
催
し
、「
バ
イ
オ
リ
ン
ひ
ま
わ
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
４
人
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　
平
尾
中
学
校
（
小
島
士
郎
校
長・36
人
）
で
は
、

講
師
が
き
れ
い
な
音
色
で
生
徒
ら
を
魅
了
。
そ
の

後
、
生
徒
ら
は
講
師
の
指
導
を
受
け
バ
イ
オ
リ
ン

の
練
習
を
行
い
、
練
習
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
浦
上
柊し
ゅ
う
や哉
さ
ん
（
２
年
）
は
「
体
験
し
て
プ
ロ
の

す
ご
さ
を
実
感
。
た
く
さ
ん
の
奏
法
を
知
る
こ
と
が

で
き
て
良
い
経
験
が
で
き
た
」と
振
り
返
り
ま
し
た
。

城
川
内
願
成
就
秋
祭
り
開
催

秋
の
実
り
を
み
ん
な
で
祝
う

　

11
月
２
日
、
城
川
内
運
動
場
で
、
城
川
内

願が
ん
じ
ょ
う
じ
ゅ

成
就
秋
祭
り
が
地
元
婦
人
会
や
消
防
団
、
城
川

内
役
場
会
な
ど
の
協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
舞
台
は
、
城
川
内
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
に
よ
る

演
奏
や
日
本
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
の
演
目

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
場
内
は
カ
レ
ー

や
ク
レ
ー
プ
な
ど
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
販
売
と
、
焼

き
そ
ば
や
ジ
ビ
エ
の
焼
肉
な
ど
を
同
自
治
公
民
館

が
参
加
者
に
無
料
で
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　
林
幸
弘
公
民
館
長
は
「
地
元
団
体
の
皆
さ
ん
の

協
力
に
感
謝
し
た
い
。
皆
で
集
ま
り
秋
の
実
り
を

祝
え
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
」と
話
し
ま
し
た
。

東
保
育
園
で
重
機
体
験

マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
見
え
た
よ

　
11
月
７
日
、
長
島
町
建
友
会
（
宮
脇
徳
仁
会
長
）

に
よ
る
重
機
体
験
が
東
保
育
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
（
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
）

と
高
所
作
業
車
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が
準
備

さ
れ
、
同
会
員
の
指
導
の
下
、
園
児
約
50
人
が
重

機
に
笑
顔
で
乗
り
込
み
ま
し
た
。

　
高
所
作
業
車
に
乗
っ
た
濵
村
蔵く
ら
の
す
け

之
介
さ
ん
（
５

歳
）は「
ち
ょ
っ
と
怖
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。

マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
見
え
た
」
と
笑
顔
を

見
せ
、
宮
脇
会
長
は
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
や

り
が
い
を
感
じ
る
。
少
し
で
も
建
設
業
に
興
味
を

持
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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林
星
空
さ
ん
が
５
年
女
子
１
０
０
㍍
で
全
国
３
位
に

楽
し
み
な
が
ら
自
己
ベ
ス
ト
更
新
を

　
11
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
日
清
食
品
カ
ッ
プ
第

41
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
に
出
場
し
、

５
年
女
子
１
０
０
㍍
を
13
秒
78
の
記
録
で
３
位
に
輝

い
た
林
星せ
い
ら空
さ
ん
（
川
床
小
５
年
・
写
真
右
）
が
同

19
日
、
川
添
町
長
に
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。　

　
林
さ
ん
は
、
予
選
７
位
で
の
通
過
後
、
ケ
ガ
が
発

覚
。
テ
ー
ピ
ン
グ
を
施
し
挑
ん
だ
決
勝
戦
で
見
事
３

位
を
獲
得
し
ま
し
た
。「
競
技
中
順
位
が
分
か
ら
な

か
っ
た
が
、
電
光
掲
示
板
を
見
て
確
信
し
た
。
結
果

を
み
ん
な
が
喜
ん
で
く
れ
て
う
れ
し
い
。
今
後
も
競

技
を
楽
し
み
な
が
ら
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

川
床
中
学
校
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
自
分
ご
と
に

　
11
月
８
日
、
川
床
中
学
校
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念

を
自
分
ご
と
と
し
て
と
ら
え
、
よ
り
良
い
社
会
づ

く
り
に
向
け
て
対
話
で
き
る
力
を
育
む
こ
と
を
目

的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
が
開
催
さ
れ
、
全
校
生
徒
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
２
０
３
０
Ｓ
Ｄ
Ｇ

Ｓ
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
公
式
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
大

迫
香
寿
枝
さ
ん
（
犬
鹿
倉
）
が
講
師
を
務
め
、
生

徒
ら
は
講
義
を
受
け
た
後
、
楽
し
み
な
が
ら
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
を
行
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理
解
を
深
め
ま

し
た
。
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
古
田
桃も
も
あ杏
さ
ん
（
１
年
）

は
「
他
人
に
任
せ
ず
積
極
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
取
り
組

ん
だ
方
が
良
い
と
思
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
11
月
16
日
、
東
京
都
台
東
区
の
上
野
精
養
軒
で
、

関
東
在
住
の
本
町
出
身
者
で
つ
く
る
関
東
な
が
し
ま

会
（
門
元
茂
会
長
）
の
第
18
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
長
島
町
町
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、同
会
へ
唐
隈
郷
土
芸
能
保
存
会
も
出
席
。

開
会
前
に
上
野
公
園
の
広
場
と
総
会
後
の
会
場
内

で
傘
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
彩さ
い
し
ょ
く色豊
か
な
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
唐
隈
自
治
公

民
館
の
女
子
小
中
高
生
８
人
が
、
き
ら
び
や
か
な

傘
を
音
楽
に
合
わ
せ
て
回
す
踊
り
に
、
見
物
客
や

関
東
な
が
し
ま
会
の
参
加
者
約
２
０
０
人
は
魅
了

さ
れ
て
い
ま
し
た
。　

踊
り
子
の
増
田
莉り

の乃
さ
ん

（
高
校
１
年
）
は
「
東
京
と

い
う
大
き
な
舞
台
で
代
々
受

け
継
が
れ
て
き
た
郷
土
芸
能

の
傘
踊
り
を
披
露
す
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
良
い
機
会

と
な
っ
た
。
数
え
き
れ
な
い

人
が
『
良
か
っ
た
よ
』
と
声

を
か
け
て
く
れ
た
こ
と
が
心

に
残
り
、
楽
し
く
踊
れ
た
」

と
充
実
し
た
表
情
で
話
し
ま

し
た
。

　
今
回
も
同
会
か
ら
寄
附
金

や
ふ
る
さ
と
納
税
の
申
し
込

み
が
あ
り
ま
し
た
。

第
18
回
関
東
な
が
し
ま
会
で
傘
踊
り

大
き
な
舞
台
で
伝
統
芸
能
を
披
露
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とどけにいくよクリスマス 介護未満の父に起きたこと

文／マーサ・マムフォード
プレゼントどーこだ？
わくわくするクリスマスえほんで
す。

体力と記憶力が衰える親の「老人
以上介護未満」。
その時に必要な心構えとは何？

難
し
き
作
法
知
ら
ね
ど
貰
ひ
た
る
新
抹
茶
を
今
朝
思
ひ
切
り
飲
む

い
と
け
な
き
孫
ら
が
手
伝
ふ
稲
刈
り
の
峡か
い

に
響
か
ふ
蛙
追
ふ
声

柚
子
貰
い
風
呂
に
た
く
さ
ん
入
れ
な
が
ら
手
す
く
い
遊
ぶ
幸
せ
思
い

体
内
の
隅
々
ま
で
透
視
す
る
現
代
医
学
の
魔
法
に
感
謝

や
や
寒
の
仇
の
や
う
に
朝
歩
く

長
生
き
の
母
に
集
ひ
て
星
月
夜

硬
き
音
や
わ
ら
か
き
音
木
の
実
降
る

星
月
夜
夜
を
徹
し
て
乾
燥
機

鹿
お
ど
し
爆
竹
響
く
島
の
朝

穴
ま
ど
び
終
活
の
術
ま
と
ま
ら
ず

小
林 　

貢

小
林
如
月

町
田
末
則

母
木
良
平

川
島
輝
文

坂
之
下
典
子

米
尾
和
子

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

ま
ま
な
ら
ぬ
果
た
せ
ぬ
こ
と
の
多
か
り
き
我
が
身
一
代
テ
ク
テ
ク
行
く
か

虫
が
音
が
夜
を
つ
き
し
き
る
庭
の
隅
ゆ
く
秋
寒
く
月
の
明
る
さ

新あ
ら
たに

な
年と

し
よ寄

り
の
ば
だ
本ほ

ん
と
う当

だ
死し

ぬ
ま
で
べ
ん
け
う

迄
勉
強
だ
言い

わ
わ
れ
て
居い

る
の

唐
隈
の
少
女
ら
の
笑
み
の
せ
廻
る
傘
踊
り
上
野
の
杜
に
み
る

犬
が
好
き
鳥
も
好
き
だ
が
蛇
き
ら
い
妻
の
嫌
い
な
ヘ
ビ
年
終
わ
る

鳳
仙
花
思
ひ
出
重
ね
家
じ
ま
ひ

秋
の
田
や
我
ら
育
て
し
父
母
の
恩

星
月
夜
二
人
で
越
ゆ
る
無
言
坂

帰
郷
し
て
猫
と
見
上
ぐ
る
星
月
夜

十
月
や
父
の
忌
日
に
虹
か
か
る

山
嵜
加
代
子

坂
口　
　

子

大
堂　

早
苗

大
堂　

正
弘

二
階
堂
恵
子

淵
脇　
　

護

白
男
川
孝
仁

迫
口　

君
代

二
階
堂
妙
子

関　

佳
代
美

関　

喜
久
雄

ジェーン・スー／著
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編
集
後
記

▽
11
月
23
日
の
お
さ
か
な
祭
り

の
取
材
で
は
、
３
年
ぶ
り
の
ブ

リ
を
笑
顔
で
釣
り
上
げ
た
藤
本

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
。
藤
本
さ
ん
は
、
毎
年
同
祭

り
に
参
加
し
て
い
て
、
近
所
の

友
だ
ち
４
人
と
、
２
年
前
に
こ

の
祭
り
で
知
り
合
っ
た
友
だ
ち

４
人
、
計
８
人
で
の
参
加
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
楽

し
み
方
も
十
人
十
色
。
魅
力
的

な
出
会
い
も
あ
っ
て
素
敵
で

す
。

▽
体
の
柔
軟
性
が
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

元
々
柔
ら
か
い
ほ
う
で
は
な
い

の
で
す
が
、我
が
子
た
ち
の「
パ

パ
こ
れ
で
き
る
？
」
の
『
こ
れ
』

が
で
き
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り

ま
す
。
改
善
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

大
西　
洋
介

個
人
情
報
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。



12月号
［No.237］

令和７年

2025年12月11日木曜日 発行

劇団四季劇団四季
フ ァ ミ リ ーフ ァ ミ リ ー
ミュージカルミュージカル
「王子と少年」「王子と少年」

　 町 教 育 委 員 会 社 会 教 育 課 で は、
劇 団 四 季ファミリーミュージカル

「王子と少年」を次のとおり開 催し
ます。

〇内容
　「 真 実 を 言 う 勇 気 」「 本 当 の 自
分らしさ」など、今を 生きるすべ て
の人 たち へ。劇 団 四 季 ミュージ カ
ル「 王子と少年」には、大 切なメッ
セージが込められています。心に響
くひとときを 感じることが で きま
す。

〇日時
　令和８年３月22 日（日）
・午後４時45 分開場
・午後５時30 分開演
〇場所
　町文化ホール
〇入場料
・S 席　5,000 円

（中学生以下3,000 円）
・A 席　3,000 円

（中学生以下2,000 円）
〇問い合わせ先
　町教育委員会社会教育課
　☎（88）6500



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

12 月 29日（月）から１月２日（金）はごみ処理施設受け入れ不可のため、ごみの収集は行いません。12月 29日（月）から１月２日（金）はごみ処理施設受け入れ不可のため、ごみの収集は行いません。
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元旦

〇鷹巣診療所 86-0054
〇市川医院 63-3151
〇有村産婦人科・内科 73-4180
〇吉井整形外科内科中央病院 62-8111
◇出水総合医療センター 67-1611
□長島調剤薬局 64-5555
□第二緑調剤薬局 63-1177
□さかえまち薬局 72-0978
□会営薬局 64-8280
□マリン薬局 63-6678

〇広瀬産婦人科医院 62-1559
〇内山病院 73-1551
〇クリニック．なかむら 62-0241
◇にのみやこどもクリニック 62-0167
□ふれあい薬局 63-3070
□本町薬局 73-3233
□出水マリンバ薬局　63-8601

〇鷹巣診療所 86-0054
〇恒吉医院 82-0048
〇鶴見医院 73-0553
〇三慶医院 63-2333
◇出水総合医療センター 67-1611
□長島調剤薬局 64-5555
□タカラ調剤薬局 62-8813
□そうごう薬局 64-8161

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎結果説明会
（午前）町文化ホール
（午後）町保健福祉センター

〇平尾診療所 88-2595
※平尾診療所については、
変更の場合があります。
〇よう皮ふ科医院 63-1112
〇いまむらクリニック 73-1700
〇福田クリニック 79-3775
◇キッズクリニック 63-7707
□あすか薬局 63-7322
□市民調剤薬局 68-0150

成人の日

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

〇吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
〇山田クリニック 72-0420
〇福田クリニック 79-3775
□クレイン調剤薬局 63-4300
□よつば薬局 79-4331

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎３歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇鷹巣診療所 86-0054
〇楠元内科医院 62-8600
〇北国医院 72-0016
〇福田クリニック 79-3775
◇出水総合医療センター 67-1611
□長島調剤薬局 64-5555
□ポポロ薬局 63-4630
□会営薬局 64-8280

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

　　　　　　　　

■燃やせるごみ・天ぷら油
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

　　　　　　

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）
■天ぷら油

（城川内・指江・下山門野）
　（山門野・川床・浦底）

〇長島クリニック 88-6405
〇来仙医院 84-2005
〇阿久根眼科 72-0040
〇福田クリニック 79-3775
◇にのみやこどもクリニック 62-0167
□さすえ薬局 88-6011
□高松薬局 73-4022
□出水マリンバ薬局　63-8601

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害
　　　　　　　（獅子島）

◎幼児歯科検診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇平田整形外科クリニック 62-8801
〇しみずこども医院 68-0633
〇福田クリニック 79-3775
◇しみずこども医院 68-0633
□長島調剤薬局 64-5555
□ひまわり薬局 62-6070
□すくすく薬局 72-5010

祝日には、国旗を掲げましょう！
●1月１日は、元旦です。
　年の初めを祝う日です。

●１月の第 2月曜日は成人の日です。
　大人になったことを自覚し、自ら生き抜こうとする青年を祝います。
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